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《本号の表紙絵》

「森枳園誕節之宴（開催案内）」
（明治 18年〈1885〉11月，二松學舍大学竹清馬越文庫『大和室雑集』所収）

森枳園（1807～1885， 名は立之， 字は立夫， 通称養竹）は福山藩医の家に生まれ，同藩の

伊澤蘭軒や幕府医官多紀元簡，富商狩谷棭斎に学んだ考証学者．不行跡により一時藩籍を

離れたが，幕府医学館の古医書校刻事業に参加し実力を認められて藩籍に復し，幕府医学

館にも出講した．幕末考証医学を明治期に伝えた人物で，晩年，得能良介に知られて大蔵

省印刷局に奉職し，師友の遺著を整理刊行した．展示品は，死期（同年 12月 6日歿）を悟っ

た森が 78歳の誕生日 （文化 4年 11月 25日生）に，架蔵する書画器物 100点を籤引で知友に

割譲する宴席の開催を報じたもの．「容膝屠蘇鈔本」の用箋を使用し，「森立之印」を捺すが，

他筆のようである．希代の蔵書家にして劇通にふさわしい幕切れである．

〔翻印〕来ル十一月廿五日枳園誕節之宴

昨年以来，余咽喉不利ヲ患ヒ飲食毎ニ其痛楚難堪カリシカトモ，精神ニ疲労ヲ覚エスシテ

勉強ニ異ナル事ナシ．且諸君治験之方剤ヲ得テ漸々少愈ニ赴ケリ．本日者余カ誕辰ナレハ，

諸君ヲ招キテ再生之賀筵ヲ開キ，餘興トシテ百本之引鬮ヲ設ケ旧蔵之書画其他古器古物ヲ

席上ニ擺列シ，直チニ之ヲ諸君ニ割愛セントス．因テ本日ハ不論晴雨，午後三時ゟ御来車

之上，左之目録品御引受アランコトヲ祈望ス．但会費金壱円．

再伸，本月廿二日迠ニ御幸臨之有無御報知ヲ乞フ． 明治十八年十一月 枳園森立之
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